










会計大学院協会活動状況 （2021.6～2021.12）
Information

渉外事項

理事・委員会議

総会

2021年  5月15日  （会場：青山学院大学青山キャンパス［遠隔会議システムを用いての同時中継］）

2021年  5月15日  第1回理事・委員会議

（会場：青山学院大学青山キャンパス［遠隔会議システムを用いての同時中継］）

2021年  7月25日  第2回理事・委員会（遠隔会議システムによる実施）

2021年  9月26日  第3回理事・委員会（遠隔会議システムによる実施）

2021年12月23日  第4回理事・委員会

（会場：関西大学梅田キャンパス［遠隔会議システムを用いての同時中継］）

● 会計教育研修機構と会計大学院協会の連携協議会を、2021 年9月21日および同年12月7日に実施

● 日本公認会計士協会出版局発行の『監査実務ハンドブック2022年版』に関する会員校所属学生向けの

　 アカデミック・ティスカウントを実施

教育貢献者賞を受賞して
会計大学院協会 教育貢献者賞

Tokuei Sugimoto

関西学院大学大学院経営戦略研究科教授 杉本 徳栄

　このたびの会計大学院協会 教育貢献者賞の
受賞に際しましては、ひとえに多くの皆様方
のご支援とご協力のおかげと深く感謝してお
ります。授賞理由として、とくに会計大学院
協会理事長を務めた際に、「会計専門職大学院
におけるリカレント教育の重要性を説き、文
部科学省や一般財団法人会計教育研修機構を
はじめとする各機関との連携を図り、本協会
の活動に著しい貢献をした」と評されたこと
を大変嬉しく思います。
　理事長を拝命した当時、会計大学院は志願
者減少という大きな問題に直面していまし
た。会計大学院が苦境に立たされたのは、公
認会計士試験合格者の未就職問題（いわゆる
待機合格者）にあったのも事実ですが、最大
の理由は、公認会計士試験合格者の輩出に特
化した教育にあったと認識していました。理
論と実務を架橋した教育を実践する専門職大
学院は社会人のリカレント（学び直し）教育
の役割も担っていますが、残念ながら、会計
大学院制度の発足当初から、ほとんどの会計
大学院でこの教育が抜け落ち、片輪走行と
なっていました。看過されていた社会人のリ
カレント教育を説き、前面に押し出してきま
したが、当時はこれを快く思わない方々もお
られました。
　しかし、文部科学省も会計大学院を含むす
べての専門職大学院が直面している問題の事
実関係や実態の把握に動いたことが、追い風
となりました。政府も「人生100年時代構想
会議」を設置して、社会人基礎力の意識的な
育成、リカレント教育並びに人材力の強化を

打ち出しました。これにより疑念が確信へと
変わり、各機関の関係者から全面的なご支援
を賜ったことは、とても心強いものでした。
ただし、次の格言を肝に銘じていました――
「凧が一番高く上がるのは風に向かっていると
きである。風に流されているときではない
（Kites rise highest against the wind － not 
with it.）」（ウ ィ ン ス ト ン・チ ャ ー チ ル
（Winston Churchill））。チャーチルの格言に
は次のものもあります。「全力を尽くすだけで
は十分ではない。時には必要なことをやらな
ければ（It is not enough that we so our best; 
sometimes we must do what is required.）」。
　この確信のもとでさらに実践躬行するのみ
――一般財団法人会計教育研修機構（JFAEL）
とのリカレント教育の連携について協議し、
また学会などでも私見を述べてきました。公
認会計士試験合格者の実務補習や公認会計士
の継続的専門研修制度（CPE）などのプログ
ラムに会計大学院協会および会計大学院が連
携するのです。幸いに、JFAELの関係者の皆
様のご理解とご協力を得ることができ、その
基盤を築くことができました。
　他の課題についても、多くの方々に支えら
れて取り組むことができました。これまでに
ご支援を賜りました文部科学省、金融庁、公
認会計士・監査審査会、日本公認会計士協会、
JFAEL、そして会計大学院協会の関係者の皆
様方に、重ねてお礼申し上げます。微力なが
ら、今後も引き続き後進の育成に努めてまい
ります。
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「専門職大学院におけるリカレント教育について」
Mitsuyasu Ohtsuki 文部科学省高等教育局専門教育課専門職大学院室長大月 光康

「公認会計士のリカレント教育の必要性」
Takayuki Matsui 公認会計士・監査審査会常勤委員松井 隆幸

「2040年を見据えた大学大学院のあり方」
Mutsuhiro Arinobu 中央教育審議会大学分科会大学院部会部会長有信 睦弘

「会計人材の育成、会計リテラシー向上への取組み」
Takehiro Arai 一般財団法人会計教育研修機構専務理事・事務局長新井 武広

「監査の現場力の強化に向けて」
Masahiko Tezuka 日本公認会計士協会会長手塚 正彦

「日本公認会計士協会の会計教育施策と提言」
Kiyonobu Takeuchi 日本公認会計士協会副会長（前 人材育成担当）武内 清信

「会計監査の品質向上のための会計教育」
Hisakatsu Sakurai 公認会計士・監査審査会会長櫻井 久勝

「実務補習所の改革と会計大学院協会とのコラボレーションについて～実務補習所で真に教えるべきことは何か～」
Giichi Yanagisawa 日本公認会計士協会副会長（後進育成担当／東京実務補習所所長）柳澤 義一

「Society5.0時代のリカレント教育」
Raizo Sakota 株式会社日立アカデミー取締役社長迫田 雷蔵

「金融の現場から見たリカレント教育の必要性」
Makoto Anayama 株式会社日本政策投資銀行取締役常務執行役員 設備投資研究所長穴山  眞

「会計専門職大学院における高度な会計実務家の要請への期待」
Aiko Sekine 日本公認会計士協会会長関根 愛子

「日本税理士連合会における研修事業への取組み」
Shinichi Kohzu 日本税理士連合会会長神津 信一

「大学院におけるリカレント教育を巡る現状と期待」
Akio Nishi 文部科学省高等教育局大学振興課大学改革推進室長西  明夫

「会計監査のプロフェッションへの期待」
Kaori Nishiyama 金融庁企画市場局企業開示課開示業務室長西山 香織

「リカレント教育について」
Hiroyuki Takanami 有限責任あずさ監査法人理事長髙波 博之

「職業会計人にとってのリカレント教育とは」
Masami Katakura EY新日本有限責任監査法人理事長片倉 正美

「変革の時代、監査法人におけるリカレント教育」
Taisei Kunii 有限責任監査法人トーマツ包括代表國井 泰成

「専門職大学院におけるリカレント教育に対する期待」
Yuka Nishikawa 文部科学省文部科学広報官（前 高等教育局専門教育課専門職大学院室長）西川 由香

「リカレント教育への期待」
Toru Kajikawa 太陽有限責任監査法人代表社員 会長梶川  融

「監査プロフェッションのリカレント教育について」
Naruhito Minami 仰星監査法人理事長南  成人

「公認会計士育成におけるリカレント教育への期待」
Shintaro Goto 日本公認会計士協会常務理事（後進育成担当）後藤 紳太郎

「CPE制度の現状と課題」
Mitsuo Tsuruta 日本公認会計士協会常務理事（後進育成担当）鶴田 光夫

「監査の変革期におけるリカレント教育への期待」
Takaaki Ino PwCあらた有限責任監査法人代表執行役井野 貴章

肩書は当時、 敬称略

Japan Association of Graduate Schools for Professional Accountancy

前号までの特集「リカレント教育に対する各界からの期待」

過去の執筆者 タイトル一覧

Japan Association of Graduate Schools for Professional Accountancy

バックナンバーの閲覧をご希望の場合は、会計大学院協会事務局へお問い合わせください。
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